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Ⅰ 真鶴町の概要 

 １ 沿  革 

  本町は、むかし師長の国の領域であったと推定される。大化の改新後の国郡制においては、相模 

国垂氷郡に編入された。平安後期国郡制の崩壊により荘園が発達すると早川庄に包含され、鎌倉時 

代には豪族土肥一族の所領として土肥郷と呼ばれたが、小田原北条氏の支配下では福浦村とともに 

 真鶴・岩両村は土肥郷から分離した。江戸時代は小田原藩の治下にあったが、明治維新後、小田原 

県、足柄県を経て明治９年、神奈川県小田原支庁第 21大区に編入された。明治 17年、真鶴村、岩

村、福浦村は連合して真鶴村外２ヶ村役場を設け、真鶴村に戸長役場が置かれ、明治 22 年町村制

施行後も役場事務組合として役場事務を共同処理してきたが、昭和２年９月 28 日付で真鶴村は真

鶴町と改称した。 

 その後、昭和 21年７月 27日、役場事務組合を解散し各個に役場事務を処理することとなったが、

町村合併促進法により、真鶴町と岩村は昭和 31年９月 30日に合併して新真鶴町となり現在に至っ

ている。 

 ２ 自然環境 

  本町は神奈川県の西南部に位置し、箱根外輪山南東の山ろくの一角を占めている。町の西側には 

 18 万年前から 13 万年前にかけてこの地で噴火した溶岩ドームが真鶴半島を形成し波の浸食や採石

等により、笠山（三ツ石）や半島が形づくられたと考えられている。東には小田原市と境をなす新

島高地がある。この二つの山なみにはさまれた南東斜面が真鶴町の生活の舞台であり、真鶴地区と

岩地区に区分されている。令和３年１月１日現在、人口 7,115人、世帯数 3,443世帯で、そのほと

んどが、以前から人口の密集している真鶴半島部、真鶴中心部、駅前、丸山大ケ窪、岩宿中等と、

近年宅地化の進んだ JR東海道線の北側に集中している。 

  気候は、海洋の影響を受けて四季を通じ比較的温暖であり、そのため避寒地として画家や文人等 

が好んで居をもうけている。また、南に相模湾を望む真鶴町は、フランス南部の地中海沿岸に極め

てよく似た自然環境を持ち、日本におけるリビエラの称があり、年間を通じて多くの観光客が訪れ

ている。 

バブルの時期には、マンション建設の脅威にさらされたが、真鶴町まちづくり条例や真鶴町水 

道事業給水規制条例を制定し乱開発から自然環境を守り、真鶴町みどり基金条例を設け自然を保護 

しはぐくむ努力を継承している。 
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